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ᛶはఱか」といった論Ⅼで࠶る。本᭩⡠では、ほᐹ者と

行Ⅽ者の⬟ືᛶとཷືᛶのḟඖによって࣒ࢣࣝࣗࢹと

࢙࢘ーࣂーの❧場を఩⨨付け、ᙼらがお஫いにṇ཯ᑐの

఩⨨に࠶ることを♧すᅗが、⮬らの研究の❧場を⪃࠼る

で大いにᙺ❧つものになった。それは、行Ⅽ者とし࠼࠺

ての❧場をᶓ㍈᪉ྥに、ཷືⓗ行Ⅽ者/⬟ືⓗ行Ⅽ者、

ほᐹ者としての❧場を⦪㍈᪉ྥにཷືⓗほᐹ者/⬟ືⓗ

ほᐹ者として㸲つの⛉学ⓗ▱㆑の生成の࣒࢖ࢲࣛࣃを

♧すᅗで࠶る。ྲཱྀ ືⓗ行Ⅽ者かつཷືⓗほᐹ者の社会学

ⓗᐇド主⩏の❧場をとる࣒ࢣࣝࣗࢹと、⬟ືⓗ行Ⅽ者か

つ⬟ືⓗほᐹ者の⌮ゎ社会学の❧場をとる࢙࢘ーࣂー

がᑐẚされていた。その他、⬟ືⓗ行Ⅽ者かつཷືⓗほ

ᐹ者としては、⌧㇟学、┦ᑐ主⩏、Ṕྐ主⩏が࠶り、ྲཱྀ

ືⓗほᐹ者かつ⬟ືⓗほᐹ者として、社会学ⓗ၏名論が

౛♧されていた。それࡒれの࣒࢖ࢲࣛࣃにはᙅⅬが࠶り、

それをඞ᭹しよ࠺とする᪉ἲ論ⓗດຊに╔目された。本

᭩⡠で♧されていたのは、こ࠺い࠺᪉ἲを⏝いるࡁ࡭と

い᫂࠺☜なṇゎではない。むしࢁ、᪉ἲ論ⓗ限⏺ࡸ論⌮

の㣕㌍で࠶る。それにᑐして、筆者は、┦関ᛶとᅉᯝᛶ

との間の୙☜定ᛶをඞ᭹するには、文⬦を⤫ไするດຊ

と、᧯సኚᩘを࣓ࣛࣃーࢱーⓗ定ᩘにኚ࠼るᢏἲが大஦

で࠶るなどといったලయⓗ᪉ἲをࡆ࠶ていた。 
ᤵᴗᚋ༙では、それࡒれの研究ศ㔝における研究᪉ἲ

ẚ㍑をするୖでのᕤኵなどについてពぢを出し合っࡸ

た。そこで、ඛ人のᘬ⏝をもって᰿拠とするのではなࡃ、

その⌮論ࡸ᪉ἲを⮬ศの研究ࢸー࣐に㐺⏝する࠼࠺で

ጇᙜで࠶るか、⤖論ࡲでの㐣⛬にぢⴠとしている他のኚ

ᩘがないかなど、⮬ᕫの研究目ⓗを᫂らかにした࠼࠺で

ከ㠃ⓗに検討するᚲ要ᛶを学ࢇだ。ࡲた、す࡭てྲྀりධ

れよ࠺とするのではなࡃ、⮬ᕫの研究をいかにࣝࣉࣥࢩ

に⢭㘐でࡁるかが大஦で࠶るとい࠺ពぢࡸ、๓ᥦのඹ᭷

を୎ᑀに行࠺ᚲ要が࠶るとい࠺ពぢが出た。ࢵ࢝ࢫ࢕ࢹ

関ᚰをᣢࡸᙧᘧのᤵᴗを㏻して、␗なる研究ศ㔝ࣥࣙࢩ

つཧຍ者ྠኈが㆟論を㔜ࡡることで、⮬身ではẼ࡙かな

かったどⅬࡸ๓ᥦを発ぢすることがでࡁた。本ㅮ⩏でᚓ

られた▱ぢは、௒ᚋ⮬身が研究を㐍めていୖࡃで、⌮

論・᪉ἲ・ᐇ⿦の関係をᢈุⓗに検討しながら、⮬らの

研究ㄢ㢟を᫂☜໬していࡃための㔜要なᇶ┙になると

論⌮を、ࡁ☻られる。他者とのᑐヰを㏻してၥいを࠼⪄

⢭⦓໬していࡁたい。 
（文責㸸ಟኈ 1 ᖺ ᕷ୸⥤⏤Ⳁ）

教育社会学ศᯒἲ  
 
 
              

2025 ᖺᗘ、「教育社会学ศᯒἲ」は、2025 ᖺᗘの⛅

学ᮇに、ಟኈㄢ⛬の学生ࡸ大学院㐍学を目ᣦす学㒊生を

ᑐ㇟に、᭶᭙6限及び7限に㛤ㅮされたㅮ⩏で࠶る。本

ㅮ⩏は、ᮌᮧ研究室に所属するຓ教の㝕⏣内⨾ඛ生によ

ってᢸᙜされた。ㅮ⩏のᙧᘧはࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹを中ᚰ

に㐍められ、ཧຍ者はḟ㐌の資料を஦๓にㄞࡳ、ᢸᙜ者

がᢸᙜする❶のお࣓ࣞࣗࢪをస成し、それをㅮ⩏内で発

表・討論するᙧで行われた。ᢸᙜ者は、ཧຍ者のឤ᝿、

␲ၥⅬを㋃࠼ࡲて、ࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹの論Ⅼを設定する。 
本ㅮ⩏の教ᮦとして౑⏝されたのは、（ᴋぢ཭㍜

（2024）ࠗ ㉁ⓗ研究㸸表㇟の༴機と生成ࢢࣥࢽーࣛࣥ࢔

ኚ໬࠘᪂᭙社.）で࠶る。௨ୗに、ྛᅇでྲྀりୖࡆられ

た⟠所とᢸᙜ者、論Ⅼを♧す。 
 
10᭶6᪥(᭶) 
ᢸᙜỴめ 
 
10᭶14᪥(ⅆ) 
第1  ㉁ⓗ研究（ᴍᮌ）ࢢࣥࢽーࣛࣥ࢔ ❶
論Ⅼ㸸ཧຍ者は、どのよ࠺な㉁ⓗ研究の᪉をᣢっていて、

どのよ࠺に⩦ᚓしたのか。㉁ⓗ研究と┦ᛶのⰋい/Ⰻ
 。ー࣐はఱかࢸࡸ㇟ないᑐࡃ

 
第2 ❶ ㉁ⓗ研究のఏ⤫（大㔝） 
論Ⅼ㸸研究᪉ἲࡸ⌮論を౑⏝する㝿に、᪉ἲࡸ⌮論の成

り❧ࡕ、⫼ᬒをどのよ࠺にᤊ࠼ているか。 
 
10᭶20᪥(᭶) 
第3 ❶ ㉁ⓗ研究のኚ໬（ᕷ୸） 
論Ⅼ㸸⮬らの研究ࢸー࣐ࡸ᪉ἲ論におけるṔྐの流れを

㋃࠼ࡲて、ど࠺研究設計しているか。▩┪をឤࡌると

 。るか࠶はࡁ
 
第4 ❶ ㉁ⓗ研究のᙅయ໬にᢠ࠺（大ஂಖ） 
論Ⅼ㸸ᑐ㇟者のព࿡ୡ⏺を᫂らかにすることだけに↔Ⅼ

をᙜてると、㉁ⓗ研究のᙅయ໬をᣍࡃのではないか。

学ၥのୡ⏺࡬のᶫΏし、୍ ⯡໬ないし構㐀໬が研究者

にồめられているのではないか。 
 

 
10 ᭶27᪥(᭶) 
第5❶ 社会ၥ㢟をᢅ࠺㉁ⓗ研究（⛬） 
論Ⅼ㸸どのよ࠺に「専㛛▱のᯟ⤌ࡳをၥい┤す」をᐇ㊶

することがでࡁるか。「ၥい┤す」と「ಙࡌる」のࣂ

 。かࡁ࡭とる࠺をどࢫࣥࣛ
 
第6❶ ㉁ⓗ研究者の೔⌮（㝕内） 
論Ⅼ㸸๓ᕝ┿行（2017）（「බṇとಙ㢗の࠶いだ㸸ࣜ࢔

は、「㒊ศ社会が別の㒊ศ社（「ࢫーࢣの࣐ࣥࣇࢦ・ࢫ

会との境⏺㠃に᥋ゐしたならࡤ、そこで生ࡌる㌵㎚は

ఱらかのࠗ ἲ に࠘ᇶ࡙いてุ᩿されࡊるをᚓない」と

㏙࡭るが、ࠗ ἲ࠘の㐺⏝をど࠼⪄࠺るか。ㅖ೔⌮ᴫᛕ

がもたらす▩┪についてど࠺⌮ゎするか。 
 
11 ᭶10᪥(᭶) 
第7❶ ㉁ⓗ研究の࣏ࢢࣥࢽࣙࢩࢪ（出Ỉ） 
論Ⅼ㸸筆者の「中❧ᛶ」࠶るいは「㠀中❧ᛶ」と構㐀࡬

のၥ㢟ព㆑に関して、ど࠺とら࠼るか。 
 
第8❶ ࣛࣝ࢝࢕ࢹにኚ໬する㉁ⓗ研究（ᕷ୸） 
論Ⅼ㸸本᭩の㉁ⓗ研究で᝿定されるᑐ㇟はఱか。主ほࡸ

ಶ人をᙉㄪすることは、༢なるಶ人の集ࡲりではなࡃ、

ࣝーࣝࡸព࿡を፹యとする「社会」を↓どし、社会学

の᰿本をᦂるがࡏてし࠺ࡲのではないか。 
 
11 ᭶17᪥(᭶) 
第9❶ ㉁ⓗ研究の᪂たなᒎ㛤（ᐑ㷂） 
論Ⅼ㸸㉁ⓗ研究のࣛࣝ࢝࢕ࢹなኚ໬は⛉学から㐲ࡊかる

ものか、᪂しい⛉学をసる（ඹ㬆する）ものか。「࣏

ࡸ「学⛉」࠺ト㉁ⓗ研究」が目ᣦすものはఱで、どࢫ

「研究」とい࠼るか。 
 
第10❶ ࣏ࢫト㉁ⓗ研究（ᐑ㷂） 
論Ⅼ㸸࣏ࢫト㉁ⓗ研究を行ୖ࠺で㔜要とされる「๰㐀」

とはఱか。᪉ἲ論の୙Ᏻ定さについてど࠼⪄࠺るか。

ఱのための研究か。 
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本᭩⡠は、㉁ⓗ研究を「ࣛࣥ࢔ーࢢࣥࢽ（学びほࡄし）

し、ၥいを๰出し⥆けるための本で࠶る。㉁ⓗ研究はᖜ

ᗈいศ㔝にᣑ大し、㇏かなᐇ㊶を生ࡳ出している。その

୍᪉で、᪉ἲは▱らࡎ▱らࡎのࡕ࠺にᙧ㧁໬し、ᚲ要と

されるኚ໬を㛢ࡊしてしྍ࠺ࡲ⬟ᛶが࠶る。本᭩⡠を㍯

ㄞし、ᤵᴗでᵝࠎな␲ၥが㆟論されることによって、⮬

らの研究ほを┦ᑐ໬することがでࡁた。 
本᭩⡠は、ྛ ⠇が➃ⓗにゝい表されていて内容が⌮ゎ

しࡸすい構㐀になっている。しかし、ᢅ われている内容

⮬యは大ኚᣮᡓⓗとい࠺かᢳ㇟ⓗで㞴しい。そのため、

ྛᅇの論Ⅼでは、「研究とはఱか」「⛉学とはఱか」とい

ったဴ学ⓗでᢳ㇟ⓗな␲ၥࡸ、「ලయⓗにど࠺ᐇ㊶する

のか」といった⌧ᐇにⴠとし㎸む࠼࠺でのᅔᝨがᇉ間ぢ

な≧ἣをᡴ◚するために、本ᤵᴗ࠺そのよ。࠺ࢁるだ࠼

でྲྀりᢅ࠺᭩⡠のࡳと╮めっこするのではなࡃ、他の論

文ࡸ᭩⡠をㄞࡳẚ࡭たり、᪤Ꮡの▱㆑ࡸ⤒㦂に❧ࡕᡠっ

たりして、⮬ศのᣢつ研究ほをᩚ⌮するといったጼໃが

㠀ᖖに㔜要だとឤࡌた。 
౛ࡤ࠼、第1❶のᤵᴗでは、他者とのᘓ設ⓗな㆟論ࡸ

⮬らの研究を᪤Ꮡの研究内に఩⨨付けるために、Ꮡᅾ論

ㄆ㆑論を⌮ゎすることが㔜要だとして、㝕⏣ඛ生と㝕ࡸ

内さࢇから（㔝ᮧᗣⴭ（2017）ࠗ 社会⛉学の⪃࠼᪉㸫ㄆ

㆑論、ࣜ ᡭἲ㸫、ࣥ࢖ࢨࢹ・ࢳーࢧ 名࠘古屋大学出∧会）

が⤂௓された。㔝ᮧ（2017）によれࡤ、▱㆑のᑐ㇟が

⚾たࡕから⊂❧してᏑᅾするとい࠺ᇶ♏࡙け主⩏の❧

場をとるので࠶れࡤ、⚾たࡕは「ᐈほⓗ」に஦㇟の┦஫

関係を（࠶るいはᅉᯝ関係すらも）ほᐹでࡁるとする「ᐇ

ド主⩏」の❧場と、ᇶ♏࡙け主⩏に❧ࡕながらも、目に

ぢ࠼るものは表㠃ⓗなもので࠶り、その⫼ᚋに࠶る構㐀

にὀ目するᚲ要が࠶るとして、ほᐹにᇶ࡙いてᅉᯝ関係

をᐇドするとい࠺よりも、目にぢ࠼ない構㐀をㄝ᫂する

ことに主║を⨨ࡁ࡭ࡃだとい࠺「ᢈุⓗᐇᅾ論」の❧場

が࠶る。さらに、཯ᇶ♏࡙け主⩏に❧つ人は、人ࠎがど

のよ࠺にその出᮶஦をゎ㔘しているか、ゎ㔘しよ࠺（さ

としているかに╔目する「ゎ㔘主⩏」の❧場が（࠺よࡏ

表」、ࡤるᴋぢ（2024）によれ࠶る。本᭩⡠の筆者で࠶

㇟の༴機」を境目とする「࣒ࣔࢬࢽࢲ」と「࣏ࢫトࣔࢲ

り、ᐇド主⩏のᢈุを含࠶な㌿᥮がࡁの間に大「࣒ࢬࢽ

࠶が「⩏トᐇド主ࢫ࣏」るࡲ␃に࣒ࢬࢽࢲながらもࣔࡳ

る୍᪉、ఏ⤫ⓗな⛉学から㞳れ、文学ࡸ⨾学と⤖びつࡃ

ことで᪂しい᪉ἲを生ࡳ出す「ᢈุ⌮論࣒࢖ࢲࣛࣃ」「社

会構成主⩏࣒࢖ࢲࣛࣃ」「ཧຍᆺ࣒࢖ࢲࣛࣃ」などの࣏

ࡸな᫬代のኚ㑄࠺このよ。࠺るとい࠶が࣒ࢬࢽࢲトࣔࢫ

Ꮡᅾ論、ㄆ㆑論をຍ࿡した研究者としての࣏ࣙࢩࢪナࣜ

でୖࡃは、⮬らの研究をゝㄒ໬し社会に発ಙしてい࢕ࢸ

ḞかࡏないどⅬで࠶る。 
た、第6❶「㉁ⓗ研究者の೔⌮」をᢸᙜした㝕内さࡲ

㏨ஸ者の社会学࣐࠘ࠗࣥࣇࢦ.は、ㅖ೔⌮ឤの▩┪をAࢇ

を౛に⪃ᐹし、社会学において研究者がᢪ࠼る೔⌮ⓗ▩

┪をලయⓗに᝿ീさࡏてࡃださった。第4❶「㉁ⓗ研究

のᙅయ໬にᢠ࠺」をᢸᙜした大ஂಖさࢇは、「⤖ᒁ、ど

のよ࠺に㉁ⓗ研究の㉁をಖ㞀すれࡤよいのか」とい࠺ၥ

いにᑐし、（బ⸨㑳ဢ（2008）ࠗ㉁ⓗࢹーࢱศᯒἲ―原⌮・

᪉ἲ・ᐇ㊶ ᪂࠘᭙社）をᘬ⏝し、研究者がᑐ㇟者たࡕの

ព࿡のୡ⏺にࢥミࢵトするとྠ᫬に、学ၥにおけるព࿡

ୡ⏺にもࢥミࢵトし、୧者をᶫΏしするᏑᅾになるࡁ࡭

ではないかと⪃ᐹしている。それをཷけ、第3❶と第8
❶の2ᅇศをᢸᙜする機会をᚓた⚾は、第8❶「ࣛ࢕ࢹ

࢝ࣝにኚ໬する㉁ⓗ研究」において、㆟論をよりලయ໬

にⴠとし㎸むために社会学とい࠺研究ᑐ㇟に↔Ⅼを⤠

り、（✄ⴥ᣺୍㑻（2025）ࠗ ᏶඲∧ 社会学ධ㛛 資本主

⩏とࠑ㏆代ࠒをᤊ࠼なおす N࠘HK出∧）をㄞむことで、

༢なるಶ人の⥲యではなࡃ、ࣝ ーࣝࡸព࿡を፹௓とする

「社会」をᑐ㇟とする学ၥにおいて、ࠗ ࢢࣥࢽーࣛࣥ࢔

㉁ⓗ研究 が࠘ゝ及する主ほࡸಶ人をᑛ㔜すると、社会学

の᰿本にかかわるのではとい࠺␲ၥをᥦ㉳することが

でࡁた。ࡲた、大㔝さࢇは、⮬らが大学⫋員としてከࡃ

のࢡ࢙ࢪࣟࣉトを௻画㐠Ⴀする⤒㦂から、ࣛ なࣝ࢝࢕ࢹ

㉁ⓗ研究でᣲࡆられたよ࠺なཧຍᆺࢧࣜࣥࣙࢩࢡ࢔ー

といった᪉ἲが、㧗等教育ࢳーࢧࣜࢻࢫー࣋ࢶー࢔ࡸࢳ

を≦⌧࠺㧗大᥋⥆のほⅬからもከ⏝されているといࡸ

ඹ᭷してࡃださった。 
඲యのᤵᴗを㋃࠼ࡲて、ከᵝな研究の定⩏、᪉ἲ論が

࠼ຊを㘫ࢫ࢙ࣥࣇ࢕ࢹることを▱り、それらにᑐする࠶

ることのᚲ要ᛶࡸ、␗なる他者とのᘓ設ⓗなᑐヰを行࠺

ୖでのᡭ᥃かりとなった。ࡲた、⮬身の研究ほをྥࡁ合

いሿㅮすることで、᪉ἲࡸᑐ㇟の㑅び᪉にᑐする♧၀を

⋓ᚓすることがでࡁた。ᅇを㔜ࡡるࡈとに、筆者のゝい

たいことがᑡしࡎつ⌮ゎでࡁるよ࠺になったよ࠺な、し

かしࡲた᪂しい␲ၥがᾋかびୖがるといった、ࡲさに

「ࣛーࢢࣥࢽ」と「ࣛࣥ࢔ーࢢࣥࢽ」の⧞り㏉しで࠶っ

た。 
᭱ᚋに、ព⩏῝いᤵᴗをసりୖࡆてୗさったඛ生᪉、

ཷㅮ生᪉࡬のឤㅰのពを表したい。 
（文責㸸ಟኈ 1ᖺ ᕷ୸⥤⏤Ⳁ）
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